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いつもお世話になります。１０月の行事

と言えば、思い浮かぶのが運動会と秋の

遠足でした。ところが最近ではクリスマ

ス並に盛り上がりを見せる大人気のハロ

ウィーン。ケルト民族が秋の収穫を祝っ

たり悪霊を追い出した行事がもとの始ま

り。さて今年の朴事務所・大感謝忘年会

は12月 6日ですよ。是非ご参加下さいね。 

 

朴廷熙公認会計士事務所 

〒542-0081 
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李です。姫路に行くと必ず立ち寄る寿司屋があります。ここの蒸し穴子の握り寿司が

絶品で最高に美味しいのです。近海で獲れた穴子を蒸し煮してふんわり握る、たっ

たこれだけのシンプルさなのに病みつきになるほど美味しさ。その歴史は今から１００

年以上前の関東大震災のあと、それまで焼き穴子の箱寿司しかなかった西へ避難し

て来た関東の寿司職人によって握り寿司の技術が伝授され、蒸した穴子の握り寿司

が完成したと言われています。シンプル握り寿司ですが是非食べて頂きたい逸品。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シンプルなごちそう】 

 

優れた経営者の中には、ひそかに茶道の心得のある人が少なくな

いと聞きます。400 年以上も続く究極のおもてなしの心として世界

にも知られている茶道。その本質は、亭主（主催する人）が一期

一会の精神で正客をおもてなしすることです。茶道の世界観に経

営者としての道を求めるのは、ごく自然なことかもしれません。

茶道の創始者ともいえる千利休が説いた茶道の在り方に「利休七

則」があります。一則、茶は服のよきように点（た）て（相手の

状況や気持ちを考えながら心を込めて茶を点て） 二則、炭は湯

のわくように置き（的確に誠実に準備を行い） 三則、夏は涼し

く冬は暖かに（相手が心地良いと感じるようにもてなし） 四則、

花は野にあるように（本質を見極め） 五則、刻限は早めに（心

にゆとりを持ち） 六則、降らずとも雨の用意（万全に備え）  

七則、相客に心せよ（お互いを尊重しあう） 

つまり利休七則とは人をもてなすときの 

心得です。今さらと思った人もいるでし 

ょうか。まさにそんな逸話があります。 

ある日、弟子が茶の湯の極意を求めてき 

たので、千利休はこの七則で答えたそう 

です。すると弟子は「それくらいのこと 

なら私もよく知っています」と言ったそうですが、それに対して

千利休は「七則ができるなら、私はあなたの弟子になりましょう」

と返したそうです。日本人は古来より「和の心」を大切にしてき

ました。けれど「相手のため」や「尊重しあう」といったことは、

ただ自分を相手に合わせていればいいというものではありませ

ん。例えば、炊きたての白いご飯、おみそ汁、お漬け物の組み合

わせはシンプルにしてある意味、最高のごちそうです。とはいえ、

この３つを全て混ぜてしまったら、それぞれの味も組み合わせの

バランスも台無しです。ご飯はお茶わんに、おみそ汁はおわんに、

お漬け物は小鉢に入れて、それぞれの器がひとつのお膳に収まっ

てこその「ごちそう」です。大上段に構えなくても、身の回りに

今すぐできる小さなことはありませんか。商売は「シンプルなご

ちそう」でありたいものですね。 

 
今月の教えてキーワード：【関係人口】 
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念 ず れ ば 花 ひ ら く
------------------------- 
 

仏教詩人である坂村真民の言葉。

ただじっとお願いをしていれば

うまくいくという意味ではない。

何事も祈るように努力をすれば、

夢や目標はかなうということだ。 

 

サイレント・コミュニケーション 

相手の意図を想像しょうとする行

為について、自分より立場が上で

ある人の考えを推測し配慮するこ

とを「忖度」という言葉で表現し

ます。相手の意図を想像しょうと

することは異なる背景を持つ他者

への寛容さや相互理解を生むため

にとても重要です。相手が無意識

に発している声なき声を感じ、理

解するということは立派なコミュ

ニケーションです。自分自身がこ

の力を普段からうまく活用してい

るのか、見直してみませんか。 


